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平成21年12月24日

荷主各位

繋 鰹
東京港におけるコンテナターミナル

ゲー トオーブン時問拡大について 〔意見表明)

拝啓 時 下 ます ます ご清祥 の こと とお慶 び申 し上 げ ます。

平 素 は、弊 専門部 会 の活動 に格別 なる ご理 解 ご協 力 を賜 り、厚 く御 礼申 し上 げ ます。

さて、去 る12月1日 よ り、名 古屋 港及 び神 戸港 におい て、 コンテ ナ ター ミナル のゲー トオー プ ン時 問 を

現 行 の 「8時30分 か ら16時30分 まで」 よ り 「8時30分 か ら20時 まで」 に拡 大 す る取 り組 み が、 国

が補助 を行 うモ デ ル事 業 として 開始 され てい ます。

当該モデル事業は、製造業等荷主各位の生産 ・出荷体制の効率化や物流事業者の配車効率向上に関する二

一ズに対応すべく、コンテナターミナルの効率的な運営体制を構築 し、ゲー トオープン時聞拡大の自立的か

つ継続的な運営を目指すものであり、利用状況を見ながら長期的に実施する予定とされています。

現在のところ、東京港における当該モデル事業の実施時期については氷定となっておりますが、今後実施

されることとなった場舎、弊専門部会といたしましては、上記趣旨に鑑み、東京港における物流の実態及ぴ

荷主各位の物流二一ズに即応 した対応が必要であるとの観点から、下記の通り、20時 までのゲー トオープ

ン時問拡大に代え、早朝6時 からのゲー トオープンを行 うことが舎理的であると考え、ここに意見表明を行

なうものです。

また、今 回 のモ デル事 業 では 、 コンテ ナ ター ミナル の ゲー トオー プ ン時問 のみ に焦 点が あて られ て お りま

すが 、 ゲー トオー ブ ン時 問拡 大 の効 呆 を最大 限得 る には、船 会 社 がコ ンテナ ター ミナル外 に設 置 してい るパ

ンブール(注 参照)に つ いて も、 コ ンテナ ター ミナ ルゲー トオー ブ ン時 問の拡 大 に舎 わせ 、同様 に作 禁 時問

の拡 大が行 なわれ る こ とを我 々 トラ ック事 業 者は強 く要 望 します。 ゲー トオー ブ ン時 問拡 大が折 角実現 して

も、 空 き トレー ラが無 けれ ば我 々 トラック事 業者 は コン テナ ター ミナ ルに コ ンテナ を取 りに行・くこ とが 出来

ず、 ゲー トオー ブ ン時問拡 大の効 果 は極 め て限 られ た もの に留 ま ります。 ゲー トオー ブ ン時 間拡 大 に舎 わ せ

たバ ンブー ル作 業 時問 の拡大 が あ って こそ、初 め て本 モデ ル事 業 が目指 す配 車効率 の 向上 が可能 と な ります

ので 、 この点 を我 々は強 く求め る もの です。 また現 在、 一部 バ ンフー ルでは 夜問 コ ンテナ検 査 の ための 照明

設 備 が無 く、 この ため作 業時 問 の拡大 が行 え ない との こ とです の で、 これ らバ ンブー ルに お いて夜 問検 査照

明 設備 が必要 と なるこ と も合 わせて ご理 解願 い ます。

(注)空 コ ンテナ置 き場、 トレー ラに空 コ ンテナ を積 ん だ り、 トレー ラよ り空 コンテ ナ を卸 す荷役機 器 が

配備 され て いる。

我 マ海上 コンテ ナ陸 上輸 送亭業 者 とい た しま しては、荷主 各位 の 多様 化 す る二一 ズに最大 限 お応 えすぺ く、

よ り効 率的 な物 流サ ー ビス を展 閉 して まい りた く存 じますの で、本件 趣 旨 を何 卒 お酌 み取 りい ただ き、

東京港 に おける コ ンテナ ター ミナ ルの早朝6時 か らのゲー トオー フ ンに ご賛 同 を賜 ります よ う、宜 し くお願

い申 し上 げ ます。

敬具
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1.東 京港における海上コンテナ陸上輸送の現状

1)束 京港 は、輸入 コ ンテナ の取 扱個 数 が輸 出入 コ ンテナ個数 全 体の3分 の2を 占 める輸 入 中心 の港 であ

Fl㈲ 、その配 達先 は関 東一 円 か ら甲信 越、 東北 にまで お よ.1=。申 で も東京港 よ')50～100km圏 内

に工場 、倉 庫 の立地 が多 く、 それ ら工 場、倉 庫へ の輸入 コンテ ナ配送 は通 常 、午 前8時 ～午 前8時 半 ご

ろの到 着指 定 を受 け る ことが多 い。

(※)2008年 港湾統計 海上コンテナ取扱実績(単 位=実 入コンテナ個数)

出所:東 京港港勢

20ft 40ft その他 合計 構成比率(%〉

輸出 219917 3ga859 2 619,778 33.43

輸入 50巳917 725227 31 1.2341フ5 6a57

合計 72臥834 1.125086 33 1.85ag53 100.00

2)荷 主各位からの着時間指定配達の二一ズに応えるぺく、我々海上コンテナ陸上輸送事業者は配達日前

日に輸入コンテナをコンテナターミナルから搬出し自社の車庫に仮保管(積 み置き)、翌日早朝に出庫し

て配逮を行っている。午前中に荷主各位への配達を終えた車両は、昼前後に東京港に戻 り、まず空コン

テナをコンテナターミナル又はバンブールに返却、その後、翌日朝着作業のコンテナをコンテナターミ

ナルから搬出し、自社の車庫に側糸管(積 み置き)。当該作業のみでは1日 の十分な収益を得られないた

め、更に近距離のコンテナ配送業務をこなし帰庫するのが一般的な配車パターンとなっている。

3)東 京港取 り扱 い の2/3を 占め る輸 八 コンテナ につい ては、 上記2の よ うな配 車パ ター ンが あ り、 これ

をコ ンテナ ター ミナ ルヘの コ ンテ ナ搬 出入 とい う観 点か らみ た場 舎 、午 前 中 はゼ ロ、 昼か ら午後 にか け

搬 へ ・搬 出 と も集 中 す るこ と となる。 コ ンテナ搬 出入 が午 後 の時 問帯 に集 中 す る結 果 、 コ ンテナ ター ミ

ナ ルゲー ト並 び 、周辺 道路 の慢性 的 な混雑 、渋 滞 を作 り出す原 因 とな り、運転 手 の長時 間労 働 、長 時問

拘 求の温床 とな ってい る。

2.東 京港における早朝6時 からのゲー トオーブンの有用性

σ)配 逮 日当 日の早 朝 に輸 入 コンテ ナ をコ ンテナ ター ミナ ル よ り搬 出 し、その ま ま荷 主殿 工場 ・倉 庫 に配達 す

るこ とが 可能 とな るため、 その 分、前 日の積 み置 きが 不要 とな り、午 後 に遇度 に集 中 す るコ ンテナ ター

ミナルヘ の コ ンテナ搬 出入 を緩和 す る ことが出来 る。

② この結果 、午後 の コ ンテ ナ ター ミナル及 び周辺 道路 の慢性 的 な混雑 ・渋滞 の 緩和 が期待 で き、 ゲー ト並

び時 間 の減 少に よ る トラ ックの稼動 時問 が増 える こ とに よ り、 今以 上 に顧 客 への配 送 サー ビス向 上 が図

れ る。
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③ 仮 に ゲー トオー フ ン時間 が 名古屋港 や神 戸港 の よ う1二夜 問20時 まで と なった場舎 、 トラ ック ドライバ

ー の過重 労働 ・長時 問拘 求.を更 に助 長 す るお それが あ り、 これ が安全 運行 に重 大 な 支障 を及 ぼす ことが

懸 念 され る。

④ 更 に上記③ の ケー スに おい て、費 用対効 果 とい う面 よ り取扱 量 の 多い コ ンテ ナ ター ミナルの み に絞 り夜

問20時 ま でのゲー トオー ブンが実施 され た場 合 、時 問 との勝 負に追わ れ る トラ ック事 業者 ・運転手 は、

まず16;30に ゲー トク ロー ズす るコ ンテナ ター ミナルヘ の コ ンテナ搬 出入 を先 に済 ませ 、 その後 、20

時 まで開 いて い る コンテナ ター ミナ ルヘの コンテ ナ搬 出入 作業 に取 り掛 か る ことが見込 まれ る ため、 そ

れ らコン テナ ター ミナ ルの作 業終 了時 問が深 夜 までお よぴ、上記 ③ 運転 手 の拘 求時 問 を更に 長時 間化 さ

せ る危険 性 を孕 んでい る。 コ ンテナ ター ミナル毎 に必 要性 の度 合い が異 な る夜 問 ゲー トオー プ ン時 間 の

拡 大 に代 え、取 扱 量の 多少 に関 わ らず確 実 な需要 に結 びつ く早朝6100の ゲー トオー ブ ンは 東京港 の コ

ンテ ナ物 流実 態 に最 も適 した合理 的 対応 と考 える。

以 上
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